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ICタグとは

ICタグは，一般的には微小なICチッ
プとアンテナから構成され，ICチップ
の中に記憶している識別コードなどの
情報を，電磁波を使って送受信する能
力を持っており，バーコードに代わる
商品識別・管理技術として注目を集め
ています．また，電子タグ，無線タグ
ということもあり，JR東日本の
「Suica」などでお馴染みの非接触ICカ
ードも含めてRFID（Radio Frequency
Identification）と呼ばれることもあり

ます．
ICタグのシステム構成を，図1に示
します．リーダライタと呼ばれる装置
を使って，電磁波を介してICタグの情
報を読み書きします．リーダライタは，
本体とアンテナから構成されます．ま
た，リーダライタは，パソコンなどの
上位システムとも接続されており，上
位システムからの指示で，ICタグと情
報のやり取りを行います．
ICタグのICチップは，電源回路，送
受信回路，制御回路，メモリーから構
成されており，後述するICタグの種類

によっては電源回路の代わりに，ICチ
ップの外に電池を搭載しているものも
あります．また，アンテナについても
ICタグの種類によって，ループアンテ
ナやダイポールアンテナなどが使用さ
れています．
ICタグシステムの応用例としては荷
物管理，書類管理，コンテナ管理など
業務の効率化向上での利用が主でした
が，今後，食品や医療品等一般利用者
の生活をサポートする利用が有望視さ
れています．
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図1 ICタグシステム構成



ICタグの通信方式

ICタグの通信方式は，大きく分けて
電磁誘導方式と電波方式の2種類があ
ります．電磁誘導方式を図2に示しま
す．電磁誘導方式は，リーダライタ，
ICタグともにアンテナとしてループア
ンテナを使用し，リーダライタアンテ
ナに流れる電流で磁界を発生させ，IC
タグアンテナがリーダライタアンテナ
に近づくことで，ICタグアンテナに誘
導磁界が発生し，磁気結合されます．

いわゆるコイルの相互誘導を利用した
方式です．
電波方式では，リーダライタとICタ
グ間は，携帯電話と同じように電波で
結合されます（図1）．表2に，この二
つの方式の特徴を示します．表2は後
述する電池を持たないパッシブタイプ
のICタグについてのものであり，電池
を持つアクティブタイプの電波方式で
は，数十mの通信距離を実現している
ICタグもあります．
表2からもわかるように，電磁誘導

方式は，通信周波数が低く，電波方式
は周波数が高いところで使用されてい
ます．この周波数の特性により，電波
方式は，通信距離は長くできるものの
水，金属などの環境の影響を受けやす
いということになります．
また，電磁誘導方式はループアンテ
ナの巻数が，数ターンから数十ターン
になるため，サイズが大きくなります．
このように，一長一短がありますので，
使用目的に合った選択が必要となりま

す．

電磁誘導方式

リーダライタ ICタグ

図2 電磁誘導方式

表2 通信方式の特徴

 通信方式 周波数 通信距離 応用例

 電磁誘導 長波帯 数cm～1m イモビライザ

  ～135kHz  社員証

  短　波  「Suica」

  13.56MHz

 電　波 UHF帯 ～数m 物流管理

  860～960MHz  工場の生産管理

  マイクロ波

  2.45GHz

（51） 327
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ICタグの特徴

ICタグの特徴を表1に示します．バ
ーコードや2次元バーコードと比較し
た場合，ICタグは情報量が多く，情報
の書換えが可能で，汚れやホコリなど
の環境・耐久性が強いという特徴があ
ります．その反面，大きさは大きく，
価格は高くなります．現状，安価なIC
タグであっても数十円～数百円といっ
たところです．
ICタグは1980年代に登場しました
が，当初は大型で高価であり，機能も
制限されていましたが，近年技術開発
の進歩により，小型・低価格化・高機
能化が進展しており，現在，ICタグの
価格として 5セント，5円という価格
がターゲット数字としてよく言われて
います．

また，ICタグは，表1に示す特徴以
外に，通信距離が長いのはもちろんの
こと，複数のICタグを同時に読むこと
ができたり，箱詰めされた見えないIC
タグも読むことができたり，移動中の
ICタグを読むことができたり，偽造が
できにくいといった優れた特徴を持っ

ています．
このようにICタグは，従来のバーコ
ードや2次元バーコードに比べ，多く
の優位性を持っており，この優位性を
生かすことで単なるバーコードの代替
としてのみならず，多様な用途で利用

されることが期待されています．

 ICタグ バーコード 2次元バーコード

情報量 数十～数万文字 約20文字 約2000文字

書換え 可　能 不　可 不　可

大きさ 大きい 小さい 小さい

価　格 高　い 安　い 安　い

環境・耐久性 強　い 極めて弱い 極めて弱い

表1 ICタグの特徴

キーワード募集中

この企画で解説して欲しいキーワードを会員の皆様から募集します．ホームページ（http://www.ite.or.jp）の会員の声
より入力可能です．また電子メール（ite@ite.or.jp），FAX（03-3432-4675）等でも受け付けますので，是非，編集部まで
お寄せください． （編集委員会）
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パッシブ，セミパッシブICタ
グの無線インタフェース

ICタグの無線インタフェースは，電
磁誘導，電波方式ともに一般的にはリ
ーダライタからASK変調（振幅変調）
でデータを送信します．ASKは一般的
な無線通信では，ノイズに弱いなどの
理由により，あまり使用されていませ
んが，ICタグ受信回路を簡単に構成で
きるということからからASKが採用さ
れています．
ICタグは，ASK変調波を復調，デー
タを認識し，このデータに応じて内部
のメモリー情報をリーダライタに返答

したり，メモリー情報を書換えます．
ICタグの返答方式は，パッシブタイ
プ，セミパッシブタイプではバックス
キャッタ（負荷変調）と言われる返答方
式を用いています．バックスキャッタ
とは，リーダライタから送信される無
変調搬送波に対して，ICタグの内部イ
ンピーダンスを返答データに応じて可
変させることで反射波を発生させ，こ
の反射波をリーダライタが受信すると
いうことで通信を行っています．図3
にリーダライタ，ICタグ間の無線イン
タフェースを示しています．ICタグが
返答している状態では，リーダライタ
が出力する無変調搬送波の中に，ICタ

グの反射波が混じります．
現状，リーダライタからICタグ，IC
タグからリーダライタへのデータ通信
速度は，どちらも数十kbps～数百
kbpsなっており，この条件のもとでIC
タグを同時に読める数は，数十～数百
個/秒といったところです．同時に読
むと言っても，リーダライタは，アロ
ハ方式やバイナリーツリーといった輻
輳制御方式を使用して1個づつICタグ
を読みとります．
アクティブタイプは，リーダライタ
およびICタグの変復調方式として，
ASKのみならずFSK（周波数変調）な
ども使用されているものもあります．

（2005年12月19日受付）

ICタグの分類（電源方式）

ICタグは機能や構成から分類される
ことがあります．前述した通信方式で
の分類がその例です．ここでは，ICタ
グを電源方式から分類すると，表3に
示すようにパッシブタイプ，アクティ
ブタイプ，セミパッシブタイプの3種
類の方式があります．
パッシブタイプはICタグの代表で，
ICタグと言うと一般的には，このパッ
シブタイプのこと指します．パッシブ

タイプは，リーダライタから発射され
る電磁波を動作エネルギーとするた
め，電池を持っておらず安価で保守す
る必要がないという優れた特徴があり
ますが，通信距離としては電波方式の
ものであっても数m程度です．
アクティブタイプは，ICタグ内に電
池を持ち，送受信時は電池エネルギー
を使用しますので，リーダライタから
の電磁波が有る無しに関わらず，動作
することができ，また自ら送信するこ
とができます．

セミパッシブタイプは，ICタグ内に電
池を持ちますが，送信時はパッシブタ
イプと同じ，後述するバックスキャッ
タ方式を使用するため，電池の消費電
力を削減することができ，アクティブ
タイプよりも電池寿命を長くすること
ができます．またパッシブタイプより
も通信距離を長くすることができると
いう長所があります．しかし，電池を
持っていますので，アクティブタイプ

と同じように高価で，保守が必要です．
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図3 リーダライタ，ICタグ間無線インターフェース

表3 ICタグの種類

 　　　　　　　　　概　要 長　所 短　所

パッシブタイプ ICタグ内に電池を持たず，リーダライタから発 安価，保守必要無し 通信距離が数m程度

 する電磁波を整流して動作電力とする

アクティブタイプ ICタグ内に電池を持ち、自ら電磁波を発射する 通信距離が数十m 高価，電池寿命で保守必要

セミパッシブタイプ ICタグ内に電池を持ち電池を動作電力とするが， アクティブタイプよりも電池寿命長い 高価，電池寿命で保守必要

 自ら電磁波は発射しない 通信距離数m～数十m
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